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　新型コロナウイルスのパワーがこれほどとは・・・。誰が想像できたであろうか。コロナ感染から３年目。長い戦
いが続く中、今は「オミクロンショック」に世界が揺れている。対策には依然としてワクチン接種が有効のようだ。
３回目の接種を控えるが、切に今回で最後にしてほしい。
　さて、2021年度も残り２ヶ月。計画では、この２ヶ月間、にぎやかなスケジュールとなるばずだったが、１月21
日から県内に「まん延防止等重点措置」が適用されたため、予定した活動を中止したり、延期したりと苦渋の日々が
続いている。1月15日（土）の「女性のひろば」、２月５日（土）の次世代育成セミナーを中止せざるを得なかったこと
は大変残念である。そうした中、28日（金）には、各地区事務局長会議をオンラインで開催した。新しい方法へのチャ
レンジである。新型コロナウイルスとの戦いは、しばらく続くであろう。高まる自粛ムード、会議はオンラインか書面。
交流は断念等々、日常生活の不安度は高まり、前に進むためのペダルを踏む力も弱くなっているように感じる。戦
いは続くが、コロナとうまくつきあいながら工夫を凝らしていきたい。

新任役員を代表し、髙藤会長が決意表明

挨拶する髙藤会長

　長崎県労働者福祉協議会（県労福協）は５月20日
（金）、長崎市のホテル　セントヒル長崎において、感
染防止策を取り込みながら「第40回定期総会」を開催し
ました。現在、県内は、新型コロナウイルス感染症の
高止まりが窺えるため、感染拡大防止の観点で、構成
団体に対して一定の人数制限を要請したうえで、構成団
体、役職員あわせ、57名の出席によって総会を運営しま
した。長崎県からも雇用労働政策課の吉田課長と鈴木
係長にご出席いただき、総会終了までご参加いただきま
した。
　総会は、山口議長と佐伯議長を選出し議事を進めて
いただきました。
　開会にあたり髙藤会長は、「第38回・39回と書面決議
の形を取らざるを得なかったが、本40回定期総会は規
模縮小、短時間運営といったスタイルで何とか集会方式
で開催することができた。日頃のご支援に加え、構成
団体のご理解に敬意と謝意を述べたい。さて、我々の
生活に大きく影響する2022春季生活闘争についてだが、
大手を中心に全体の賃上げとしては前年を上回ってい
る。県内では地場中小も正念場の交渉となっているが、
先行きの不透明感は否めない。我々労働者の生活に直
結する経済の力強い好循環を実現するためにも『人への
投資』を起点とした好循環を創り出す必要があろう。コ
ロナ禍による日常生活への影響、人口減少、高齢化の
加速、貧困と格差等々、課題は山積しているが、これ

らへの対応は労福協の役割でもあり我々の出番でもあ
る。当面、コロナと向き合うことになるが、生活困窮、
子どもの貧困解消などの課題に対し、労福協としても力
を傾注する」と挨拶しました。

　総会では、昨年11月に実施した「労福協チャリティゴ
ルフ」で集約した募金「88,500円」と書損はがきを切手に
交換した「12,143円分の切手」を「長崎県障害者社会参
加推進センター」に贈呈しました。
　議案は、第１号議案「2021年度活動報告」、第２号議
案「2021年度決算報告・会計監査報告および2021年度
一般会計収支差額処分（案）」、第３号議案「2022年度
活動方針（案）」、第４号議案「2022年度予算（案）」、第5
号議案「役員改選」について提案があり、スローガンを
含め満場一致で承認・可決されました。

第40回定期総会を開催！
人口減少、超高齢化社会、生活困窮、貧困と格差等々の社会課題に

向き合いつつ、各種の活動に取り組むことを確認！
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　第40回定期総会で承認された「2022年度活動方針」に則り、５月24日（火）に三
役会議、５月27日（金）に幹事会を開催し、以下の具体的な取り組みについて確認
しました。

【諸会議等】
①　幹事会
②　三役会議
③　企画政策委員会
④　スポーツ・レク委員会
⑤　ライフサポートセンター運営委員会
⑥　事業団体連絡会議（勤労者サービスセンター
対策会議）

⑦　組織財政委員会
⑧　福祉活動強化基金使途検討委員会
⑨　各地区労福協　会長・事務局長会議
⑩　各地区労福協事務局長会議
⑪　労働組合、ろうきん、こくみん共済coop
　　〈全労済〉、労福協合同会議
⑫　第41回定期総会（2023年５月19日・金）

＜交流イベント＞
①　県労福協スポーツ大会（10月16日・日）
②　県労福協ボウリング大会（2023年２月19日・日）
③　チャリティゴルフ（11月18日・金）
④　ROUFUKUウォーキング（10月８日・土）

【中央労福協関連】
・全国研究集会（６月２日・木）
・地方労福協会議（９月28日・水）
・事業団体・地方労福協合同会議（７月７日・木）
・ＬＳＣ相談員研修（９月）
・女性のひろば（９月）
・事務担当者研修会（７月14日・木）
・加盟団体代表者会議（11月25日・金）

＜学習会・セミナー等＞
①　県労福協税務研修（11月２日・水）
②　労福協・ろうきん・こくみん共済coop<全
労済>合同研修（10月29日・土）

③　女性のひろば～ woman's Café ～（９月３
日・土）

④　次世代育成セミナー（2023年２月４日・土）
⑤　県労福協ＬＳＣ学習会（適時）
⑥　労福協セミナー（12月16日・金）

＜諸活動＞
①　自治体要請行動（11月を予定）
②　加盟団体への三者要請行動（10月～ 11月）
③　ライフサポートセンター相談受付（長崎・佐
世保）と広報活動（勤労者サービスセンター会
報へのチラシ折込含む）

④　各地区労福協・加盟団体訪問
⑤　労福協会報発行（偶数月発行）
⑥　長崎県勤労者互助会との連携

【南部労福協関連】
・事務局会議・幹事会　　　  　　　　　
・労働運動・労働者自主福祉運動の理念・歴史・
リーダー養成講座（８月26日・金～ 27日・土）

・南部ブロック協議会研究集会
　　　　　　　　（10月13日・木～ 14日・金）
・事務担当者研修会（11月10日・木）
・視察研修（９月29日・木～ 10月１日・日）
・定期総会（2023年２月17日・金）

2022年度の主要活動の日程
新型コロナウイルス感染症の状況により、日程や内容が変更となる場合があります。

ご了承ください。

社会を支えていただいているみなさんに感謝！　ありがとう！
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　2022年５月20日（金）の第40回定期総会において
2022年度の活動方針が決定されたことを受け、５月
27日（金）に第１回幹事会を開催し、各種の課題につ
いて確認しました。特徴的には以下のとおりです。

Ⅰ．役員（幹事）の変更
　所属団体の事情により＜県労福協事務局次長＞の
変更を確認しました。

　＜退任＞：種村　和久（連合長崎副事務局長）
　＜新任＞：縄本　恵太（連合長崎副事務局長）

Ⅱ．長崎県身体障害者福祉協会連合会からの感謝状

　５月21日（土）、長崎県身体障害者福祉協会連合会
定期総会が長崎県総合福祉センターで開催され、長
い間、労福協のチャリティゴルフで集約した募金と
書き損じたハガキの切手交換分を当該団体に寄贈し
ていた経過をふまえ、定期総会の中で、労福協に対
し感謝状の贈呈がありました。

Ⅲ．奨学金返済への税制支援を求めるオンライン署
名について

　標記取り組みの現状について報告するとともに、
本取り組みは６月末まで継続されていることを改め
て通知し、引き続きの協力を要請しました。中央労
福協は、「令和５年度　文部科学省税制改正要望事
項」への反映をめざしています。

Ⅳ．2022年度の具体的な活動について
　2022年度専門部委員の確認をはじめ、重点施策に
基づく具体的な活動について提案し、前頁の内容を
確認しました。なお、研修や講演等については、企
画政策委員会で協議し、次回幹事会で提案すること
にします。

Ⅴ．ＯＡ機器の購入について
　コロナ禍により、中央労福協、南部労福協ともに
Zoomを使用したWeb会議や学習会が多くなってい
ます。また、労福協の取り組みとして、各種研修や
セミナーへの対応もあることから、今般、ノート型
パソコン、Webカメラ、プロジェクターの購入を
提案し了承されました。

Ⅵ．「ＮＰＯ法人　消費者被害防止ネットながさき」
への会費納入の件

　当該団体に対しては、県労福協はもとより、各地
区労福協も賛助会員として加入しているため、2022
年度の会費について確認しました。

第1回幹事会を開催！

■2022～ 2023年度長崎県労福協役員体制
役 職 名
会 　 長
副 会 長

〃
〃
〃
〃
〃

事 務 局 長
事務局次長
幹　  　事

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

会 計 監 事
〃

氏　　名
髙藤　義弘
山下　和英
塩田　淑文  
桜井　健一
中野　　忠
吉次　博之
本田　　稔
松村　章嗣
種村　和久
岩永　洋一
平野　忠司
中山　好文
若杉　孝雄
西野　輝夢
古川　洋介
入江　良美
川本　良美
松山　忠敏
家本　泰輔
園田　勝朗
中山　幸輔
永留　公一
鉄川　信隆
阿納　圭吾
児玉　博寿
岩永　尚之
稙田　美樹
柴田　拓幸

選 出 団 体
連合長崎
県平和運動センター
同盟友愛連絡会
県中連懇話会
労 働 金 庫
こくみん共済coop
県生協連
労働金庫
連合長崎
連合長崎
県平和運動センター
同盟友愛連絡会
県中連懇話会
長　崎地区労福協　
佐世保　　〃
諫　早　　〃
大　東　　〃
五　島　　〃
北　松　　〃
島　原　　〃
壱　岐　　〃
対　馬　　〃
上五島　　〃
労働金庫
こくみん共済coop
県生協連
労働金庫
こくみん共済coop

ご相談は、ライフサポートセンター長崎・佐世保に！　0120-232426
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■諫早地区のフードドライブの取り組み―
　連合諫早地協、諫早地区労、諫早地区労福協は、
５月１日に開催した「第93回諫早地区メーデー」にお
いてフードドライブを実施しました。その後、参加
者から提供された食品等について、５月17日（火）に
開催した連合諫早・島原地協第7回幹事会で、（つな
ぐＢＡＮＫ）　「ＮＰＯ法人　シームレス」に贈呈し
ました。

※各地区労福協の定期総会日程は５月30日時点の報
告分
i　2022年６月10日（金）
　　九州労働金庫長崎県本部産別代表者会議
i　2022年６月15日（水）
　　第1回企画政策委員会
　　第1回ライフサポートセンター運営委員会
i　2022年６月18日（土）
　　福祉生活協同組合いきいきコープ第20回総代会
i　2022年６月20日（月）
　　第2回南部ブロック協議会幹事会
i　2022年６月27日（月）
　　九州労働金庫第22回通常総会
i　2022年７月７日（木）
　　中央労福協事業団体・地方労福協合同会議
i　2022年７月11日（月）
　　第1回事業団体連絡会議
i　2022年７月14日（木）
　　中央労福協　地方労福協事務担当者研修
　　諫早地区労福協定期総会

１．九州ろうきんでは、みなさまの「人生100年時
代」に備え、対象取引1項目以上を新規契約す
ると、抽選で80名様に豪華景品をプレゼント
する「2022◯◯◯◯応援キャンペーン」を実施
中です！◯に入る4文字はなんでしょうか？

２．こくみん共済coop<全労済>の共済ショップ
長崎店は第2・4●曜日も営業しています。●に
入る文字は何でしょうか？

○答えはハガキかＦＡＸで住所・氏名・電話番号・
職場名を明記し県労福協へ送付してください。
○締切日は2022年７月20日（水）（当日消印有効）
○当選者の方に「お楽しみプレゼント」をお送りし
ます。正解者多数の場合は抽選となります。
○送り先　〒850-0031　長崎市桜町９-６
　長崎県労福協クイズ係　ＦＡＸ（095）811-6132
○前月号当選者発表（敬称略）
　正解：1.「18」　2.「火災」
※ご応募いただきありがとうございました。以下
の方々が当選されました。
　水口千代子　　今山　恵子　　石丸久美子
　村上　勝治

第124回
労福協

当 面 の 活 動

事務局より 

☆書損ハガキを労福協事務局まで
お送りください。

☆使用済切手をお送りください。

☆「労福協クイズ」への多くの方の
ご応募をお待ちしています。

i　2022年７月15日（金）
　　大東地区労福協定期総会
i　2022年７月19日（火）
　　佐世保地区労福協定期総会
i　2022年７月22日（金）
　　各地区労福協会長・事務局長合同会議
i　2022年７月28日（木）
こくみん共済coop<全労済>長崎推進本部・長
崎労生協第67回総代会

i　2022年７月29日（金）
　　五島地区労福協定期総会

大
木
議
長（
向
か
っ
て
左
）

か
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長
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みんなで一緒にコロナを乗り越えよう！
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「フレッシャーズ」・「資産応援」キャンペーン実施中！ 

～ ライフイベントに関するご相談は〈ろうきん〉へ ～ 

 

1．2022 フレッシャーズキャンペーン（2022年4月1日～ 12月31日）
厚生労働省「労働力調査 2020 年平均結果の要約」によると、2020 年は 2019 年と比較して労働力人

口が 18 万人減少、就業者数が 48 万人も減少しており、ろうきんのメイン顧客である勤労者の数が減少し

ていることが分かります。 

そのような中、ろうきん

では、次世代を担う若年層

のみなさまの取引拡大・深

耕・メインバンク化を図る

取り組みとして「2022 フ

レッシャーズキャンペー

ン」を実施しています。 

対象取引の 2 項目以上

を契約し“ろうきんアプ

リ”内の専用バナーより

ご応募いただいた方の中

から、抽選で 300 名様に

「ワイヤレスモバイル充

電器」をプレゼントさせて

いただきます。詳しくは、

「ろうきん」へお問い合わ

せください！ 

 

 

2．2022 資産形成応援キャンペーン（2022年5月1日～ 7月31日）
人口減少・高齢化の進展に

伴い、個々人においては「人

生 100 年時代」に備えた資

産形成や管理に取り組み「資

産寿命を延ばす」ことが重要

です。 

そこで、ろうきんでは、

「2022 資産形成応援キャ

ンペーン」を実施していま

す！ 

対象商品 1 項目以上を新

規契約し、“ろうきんアプ

リ”内の専用バナーもしくは

チラシ裏面のアンケートに回

答いただき応募いただいた方

から抽選で 80 名様に豪華景

品をプレゼントさせていただ

きます。 

ぜひ、「ろうきん」へご相談

ください！ 

 

 

 

 

未来予想図はわたしたちにご相談ください！
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みんなで支え合えば　きっと大丈夫！


